
第１０３回ナノサイエンスデザイン教育研究センター運営委員会議事要旨 

 
日 時：令和元年１１月５日（火）１５：３０～１６：２０ 
場 所：【吹田】ＩＣホール４階 会議室 

【豊中】文理融合型研究棟３階 ３０４会議室 
出席者：藤原（工）、廣瀬（基：代理）、吉田（産）、伊藤（ナノ）、中澤（理）、松野（理）、酒井（基）、 

芦田（基）、出口（基）、井上（生）、藤岡（ナノ） 
オブザーバー：竹田（ナノ） 

 
連絡事項 

委員長から、前回（9月10日）開催の第102回運営委員会の議事要旨（案）については、各委員に意見

照会し、特に意見がなかったことから、資料２のとおり確定した旨の報告があった。 

 
【報告事項】 

１．社会人教育後期始業式(10/4)と特別講義の開催結果について 

委員長から、10月4日に開催された社会人教育後期始業式および特別講義の結果について報告があっ

た。 

 

２．2019年度土曜講座「ナノテクノロジーデザイン特論Ｂ」(10/26, 11/9・30, 12/14)の開講について 

委員長から、資料３に基づき、10月26日、11月9日・30日、12月14日に開催の2019年度土曜講座

「ナノテクノロジーデザイン特論Ｂ」の開催状況について報告があった。 

 

３．INSD NanoScience Video Exchange Lectures 2019(Osaka-Groningen) (10/11, 18, 25, 11/8, 15)の

開催について 

委員長から、資料４に基づき、10月11日・18日・25日、11月8日・15日に開催のINSD NanoScience 

Video Exchange Lectures 2019(Osaka-Groningen)の開催状況について報告があった。 

 

 ４．大学院博士後期課程社会人ナノ理工学特別コース（令和2年度4月入学）について 

委員長から、資料５に基づき、令和2年度4月入学 大学院博士後期課程社会人ナノ理工学特別コース

の募集概要について報告があった。 

 

５．次年度社会人教育プログラムについて 

委員長及び伊藤委員から、資料６に基づき、令和2年度 社会人教育プログラムの概要について報告、

並びに受講生増への協力依頼があった。 

 

６．令和２年度大学院高度副プログラム､副専攻プログラム､科目等履修生高度プログラム提案書について 

委員長から、資料７に基づき、令和２年度大学院高度副プログラム、副専攻プログラム、科目等履修

生高度プログラムそれぞれの継続提案書について報告があった。 

 

７．2019年度ナノ理工学セミナー(10/30)の共催結果について 

委員長から、2019年度ナノ理工学セミナー「ナノマテリアルの最前線」の開催結果について報告があ

った。 

 

８．第3回ナノ理工学情報交流会の共催について 

委員長から、12月20日に開催される第3回ナノ理工学情報交流会について案内があった。 

 

９．総括理事及び関係理事によるヒアリングの実施(11/7)について 



委員長から、資料８に基づき、11月7日に実施される総括理事及び関係理事による部局運営方針等ヒ

アリングのために作成した資料について報告があった。 

 

１０．アセアンキャンパス（ベトナム）3rd IMS-INSD Workshop(10/16-17)の開催結果について 

委員長及び伊藤委員から、資料９に基づき、10月16・17日にベトナムで開催されたアセアンキャン

パス2nd IMS-INSD Workshopの結果について報告があった。 

 

１１．マレーシア科学大学(USM)との大学間学術交流協定調印式と記念合同コロキウム(USM-Osaka 

University Joint Colloquium, 11/26-27)の開催について 

委員長から、資料10に基づき、マレーシア科学大学との大学間学術交流協定調印式及び記念合同コロ

キウムの開催概要について案内があった。 

 

１２．その他 

１）電子ビーム描画装置の導入について 

委員長から、電子ビーム描画装置が来年2月に設置されることについて報告があった。 

 

２）教員人事について 

委員長から、資料11に基づき、特任准教授（常勤）の退職について報告があった。 

 

３）大阪大学賞について 

   委員長から、資料12に基づき、伊藤特任教授（大学運営部門）および下司特任准教授（教育貢献部門）

の大阪大学賞受賞決定について報告があった。 

 

【審議事項】 

１．令和 2年度センター教員体制について 

委員長から、伊藤特任教授の今年度末任期満了退職に伴う、その後のセンター業務について、次のと

おり提案があり、異論がないことを確認した。 

・ ｢企画・運営｣関係は藤原センター長､吉田副センター長が、｢学務･国際連携｣関係は竹田特任教授が、

｢産学連携｣関係は藤岡特認教授が、それぞれ主担当となる体制により業務運営していく。 
 

 

※次回開催日程について 
次回は、令和２年１月１４日（火）１５：３０から、吹田地区はＩＣホール４階会議室で、豊中地区

は文理融合型研究棟３階３０４会議室にて開催予定 

 


